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Ⅰ. 【はじめに】
1970年に設立された国際剣道連盟（FIK）によって1970年から3年毎にアジア・アメ

リカ・ヨーロッパ地区の持ち回りで世界剣道選手権大会が開催されている。第1回世
界剣道選手権大会が東京の日本武道館において開催された。当時は、17カ国・地域の
参加であった。その後、1997年の第10回世界剣道選手権大会から女子の団体戦及び女
子個人戦も行われた。第1回大会から45年後の2015年の5月29〜31日に再び東京の日本
武道館において第16回世界剣道選手権大会が開催される。現在、57加盟国・地域で50
加盟国・地域の参加が見込まれているまでに発展普及している。

さて、ドイツ剣道連盟（Deutscher kendobund e.V.）との交流は、大学からの出張で
ハノーバー剣道クラブ（1983年12月〜1984年4月）までの6ヶ月間から始まった。更に、
1984年12月〜1985年4月までの6ヶ月間をBundestrainer（ブンデストレナー）として西
ドイツの各剣道クラブに巡回指導（2週間から1ヶ月間）を行い、1985年に開催された
第6回世界剣道選手権大会（フランス、パリ）では西ドイツチームの監督を行った。ド
イツ剣道連盟の要請により2004年1月（Suttutgart）、2004年12月（Lindow）、2005年1
月（Regensburg）等の寒稽古や2012年の6月（Lindow）の夏期合宿など31年間の交流を
行ってきた。

このようなドイツ剣道連盟との交流で得た実態を探り、ドイツにおける剣道の進む
べき方向の一助にしたい。

Ⅱ. 【ドイツ剣道連盟の組織】
ドイツ剣道連盟が設立されたのは1966年で、今日まで49年の歴史がある。
ドイツの剣道連盟の組織は、バーデン剣道連盟（BJV）、バイエルン剣道連盟

（BKenV）、ベルリン剣道連盟（JVB）、ブレーメン剣道連盟、ハンブルグ剣道連盟
（HJV）、ヘッセン剣道連盟（HKenV）、ニーダーザクセン剣道連盟（NKenV）、ノルトラ
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インヴェストファーレン剣道連盟（NWCT）、シュレースヴィヒホルシュタイン剣道連
盟（KenBSH）、西ドイツ剣道連盟（SwKenV）、ヴュルテンベルグ剣道連盟（WJV）、剣
道連盟東（KenVO）から構成されている。それぞれの連盟には複数のクラブが登録さ
れている。ドイツ剣道連盟はドイツ柔道連盟のセクションである。

本 部 の 組 織 は、Honorary President（ 名 誉 会 長 ）、 President（ 会 長 ）、 Vice 
president of Sport（副会長、スポーツ担当）、 Vice president of Administration（副会長、
管理担当）、 Treasurer（会計）また、Extended BoardとしてSpeaker for Testing（審
査担当理事）、 Speaker Judging Officer（審判担当理事）、 Secretary for Women（女性
担当理事）、 Speaker for Youth（青少年担当理事）、 Secretary for Educational Affairs

（教務担当理事）、 Secretary for Sport（スポーツ担当理事）、 Public Relations Officer
（広報担当理事）がある。このほかに､ 理事会とは別に重要な連絡先担当者にナショ
ナルチームのコーチなどで構成されている。審判委員会にはWolgang W. Demski （7 
Dan Kyoshi）、 Rainer Jättkowski （7 Dan Kyoshi）、Dr.Paul Otto Forstreuter （7 Dan 
Kyoshi）、 Ralph Lehmann （7 Dan Kyoshi）、 Detlef Viebranz （7 Dan Kyoshi）、 Uwe 
Kumpf （7 Dan ）、 René　Runs （7 Dan Renshi）、 Dido Demski （6 Dan ）、 Alexander 
Gilles （6 Dan ）の9名の高段位者が担当しているなど、それぞれの分野での規則などは
整えられている。

Ⅲ. 【 級・段審査 】
ドイツでの昇級・昇段審査は、国際剣道連盟（IKF）の規約に準じ5段までの審査が

行われている。
①	 昇級審査は実技内容（2015年以前）は、次と通りである

ア） 6級は、素振り（上下振り・斜め振り・小手・面・胴・前後跳躍）、切り返し・
基立ちと打ち込み（正面打ちを2回・小手面打ちを2回・小手胴打ちを2回・正
面打ち（1回）。

イ） 5級は、切り返し・基立ちと打ち込み（正面打ちを2回・小手面打ちを2回・小
手胴打ちを2回・小手面胴打ちを2回）。

ウ） 4級は、切り返し、体当たりを含む掛かり稽古・基立ちと仕掛け技（払い技）
及び地稽古。

エ） 3級は、切り返し、体当たりを含む掛かり稽古・基立ちと仕掛け技（払い技・
引き技）、応じ技（抜き技）及び地稽古、日本剣道形の1〜3本目。

オ） 2級は、切り返し、体当たりを含む掛かり稽古・基立ちと仕掛け技（出ばな
技・払い技・引き技）、応じ技（抜き技・返し技）及び地稽古、日本剣道形の1
〜5本目。

カ） 1級は、切り返し、体当たりを含む掛かり稽古・基立ちと仕掛け技（出ばな
技・払い技・引き技）、応じ技（抜き技・返し技・すりあげ技）及び地稽古、日
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本剣道形の1〜7本目。
 と定められていた。（表. 1）

 Stand: 20.03.2010

Kyû-Prüfungsordnung   
6. Kyû 5. Kyû 4. Kyû 3. Kyû 2. Kyû 1. Kyû

R       
1. Kleidung e ./. ./. X X X X
2. Rüstung / Shinai i ./. Shinaiprüfung, Reparatur X X X X

h & Zusammenbau       
3. Körperhaltung o X X X X X X
4. Suburi Joge-Buri, Naname-Buri      

Kote, Men, Do ./. ./. ./. ./. ./.
Sengo-Choyaku

5. Kirikaeshi Men, Do Men, Do Men, Do Men, Do Men, Do Men, Do5. Kirikaeshi Men, Do Men, Do Men, Do Men, Do Men, Do Men, Do
ohne Motodachi mit Motodachi Kakari / Motodachi Kakari / Motodachi Kakari / Motodachi Kakari / Motodachi

ohne oder mit Taiatari ohne oder mit Taiatari ohne oder mit Taiatari ohne oder mit Taiatari
6. Uchikomi 2x Men 2x Men     

2x Kote-Men 2x Kote-Men ./. ./. ./. ./.
2x Kote-Do 2x Kote-Do  

1x Men 2x Kote-Men-Do  
7. Shikake-Waza     Debana-Waza Debana-Waza

./. ./. Harai-Waza Harai-Waza Harai-Waza Harai-Waza
 Hiki-Waza Hiki-Waza Hiki-Waza

8. Oji-Waza     Nuki-Waza Nuki-Waza,
./. ./. ./. Nuki-Waza Kaeshi-Waza Kaeshi-Waza

Suriage-Waza
9. Kakari-Geiko ./. ./. ./. auszuführen auszuführen auszuführen
10. Ji-Geiko ./. ./. auszuführen auszuführen auszuführen auszuführen
11. Nihon Kendo Kata ./. ./. ./. 1. - 3. Form, beide Rollen 1. - 5. Form, beide Rollen 1. - 7. Form, beide Rollen

Aus den Abschnitten 4 bis 8 ist nur eine Technik auszuwählen. Bei Bedarf kann eine zweite verlangt werden.
Hinweis zu Abschnitt 10: Mit steigendem Kyu-Grad ist das Ji-Geiko strenger zu bewerten. Die Dauer des Ji-Geiko sollte nur Ausnahmefällen mehr als eine Minute betragen.
Hinweis zum 5. Kyû: Tragen der Rüstung zum 5. Kyû möglich, ab dem 5. Kyû notwendig. Falls ohne Rüstung, erfolgt der Schlag gegen einen Shinai-Griff.

Hinweis zu Abschnitt 1 bis 3 (Reiho): Zum Bestehen aller Kyûgrade notwendig, aber nicht allein ausreichend zum bestehen der Prüfung.

Der Prüfling hat die Prüfung bestanden, wenn er die Mehrheit der technischen Fächer (ab 4. Kyû) bestanden hat.
Der Prüfling hat die Prüfung insgesamt bestanden, wenn er bei der Mehrheit der Prüfer bestanden hat. 

Uchikomi: Es kommt auf die Fußbewegung an, auf die Koordination zwischen Fuß- und Armarbeit.
Hinweis zum 5. Kyû: Tragen der Rüstung zum 5. Kyû möglich, ab dem 5. Kyû notwendig. Falls ohne Rüstung, erfolgt der Schlag gegen einen Shinai-Griff.

（表. 1）

②	 2014年4月の会議で決定された昇級審査（2016年度）の実技内容は、次の通り
変更し実施される。
ア） 6級は、木刀による剣道基本技練習法の1〜2本目と打ち込み（正面打ちを2回、      

小手面打ちを2回、小手胴打ちを2回、正面打ち1回）。
イ） 5級は、木刀による剣道基本技練習法の1〜3本目。更に､ 切り返し・基立ちと

打ち込み（正面打ちを2回、小手面胴打ちを2回、小手胴打ちを2回、正面打ち1
回）。

ウ） 4級は、木刀による剣道基本技練習法の1〜4本目。更に､ 体当たりを含む掛か
り稽古・基立ちと仕掛け技（払い技）及び地稽古。

エ） 3級は、木刀による剣道基本技練習法の1〜9本目。更に､ 体当たりを含む掛か
り稽古・基立ちと仕掛け技（払い技・引き技）、応じ技（抜き技）及び掛かり稽
古・地稽古。

オ） 2級は、日本剣道形の1〜3本目。更に､ 体当たりを含む掛かり稽古・基立ちと
仕掛け技（出ばな技・払い技・引き技）、応じ技（抜き技・返し技）及び掛かり
稽古・地稽古。
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カ） 1級は、日本剣道形の1〜5本目。更に､ 体当たりを含む掛かり稽古・基立ちと
仕掛け技（出ばな技・払い技・引き技）、応じ技（抜き技・返し技・すりあげ
技）及び掛かり稽古・地稽古と定められている。

 と改正されている。（表. 2）

             Kyu-Prüfungsordnung 2016           (Kyu- u. Kendo-Kihon-Waza-Keikoho -Prüfungsordnung)    
6. – 1. Kyu Wer zur Prüfung ein Shinai verwendet, welches eindeutig Sicherheitsmängel aufweist, kann von der Prüfung ausgeschlossen werden. 

Die Prüfung gilt dann als „nicht bestanden“. 
6. und 5. Kyu Der/die Prüfer kontrollieren das zur Prüfung eingesetzte Shinai vor der Prüfung auf Sicherheitsmängel. Nach der praktischen Prüfung kann der Prüfling bei Bedarf zu Shinaipflege 

und –Reparatur befragt werden    
                                                             6. Kyu                                               5. Kyu                                                    4. Kyu                                          3. Kyu                                      2. Kyu                                     1. Kyu 
1.Kleidung          ./.              X             X            X                 X               X 

2.Rüstung/Shinai           ./.  //  X          ./.  //  X            X            X                 X               X  

3.Körperhaltung             X                  X            X            X                  X               X 

4.Suburi           X         
       
5.Kihon-Kata Form 1 und 2   Form 1 bis 3  

Zu prüfen 2 Formen; davon 
immer 3. Form 

   Form 1 bis 4 
Zu prüfen 2 Formen, 
davon immer 4. Form 

    Form 1 bis 9 
Zu prüfen 3 Formen, davon 
2 Formen aus  
5.  bis  9. Form 

 
            ./. 
 

 
           ./. 

       
6.Kirikaeshi              ./. Men/Do mit Motodachi  Men/Do  

Kakari u. Motodachi 
Ohne oder mit Taiatari     

Men/Do  
Kakari u. Motodachi 
Ohne oder mit Taiatari     

Men/Do  
Kakari u. Motodachi 
Ohne oder mit Taiatari     

Men/Do  
Kakari u. Motodachi 
Ohne oder mit Taiatari     

       
7.Uchikomi 2 x Men // 2 x Kote-Men 

2 x Kote-Do // 1 x Men 
2 x Men // 2 x Kote-Men 
2 x Kote-Men-Do // 1 x Men 

      ./.       ./.         ./.          ./. 

       
8.Shikake-Waza             ./.              ./. Harai-Waza       Harai-Waza 

        Hiki-Waza 
   Debana-Waza 
    Harai-Waza 
    Hiki-Waza 

Debana-Waza 
    Harai-Waza 
    Hiki-Waza 

       
9.Oji-Waza             ./.                ./.             ./.        Nuki-Waza       Nuki-Waza 

    Kaeshi-Waza 
Nuki-Waza 
Kaeshi-Waza 
Suriage-Waza 

       
10.Kakari-Geiko            ./.            ./.             ./. auszuführen auszuführen auszuführen 
       
11.Ji-Geiko            ./.             ./. auszuführen           auszuführen auszuführen auszuführen 
       
12.Nihon Kendo 
     Kata 

          ./.            ./.            ./.         ./. Form 1 bis 3 
beide Seiten 

Form 1 – 5 
beide Seiten 

Der Prüfling hat bestanden, wenn er die Mehrheit der techn. Fächer bestanden ha (ab 4. Kyu) 
Der Prüfling hat insgesamt bestanden, wenn er bei der Mehrheit der Prüfer bestanden hat. 
Hinweis zu 1. – 3. :   Zum Bestehen aller Kyugrade notwendig, aber nicht allein ausreichend zum Bestehen der Prüfung. 
Es genügt aus den Techniken jeweils eine Technik auszuwählen,  das Ji-Geiko ist mit steigendem Kyugrad strenger zu bewerten. 

（表. 2）

級審査は、各連盟で実施されている。2015年までは、木刀による剣道基本技練習法
は実施されないが、2016年度より木刀による剣道基本技練習法を6級から3級までの級
審査で実施されることが決定している。

日本剣道連盟は2014年度から級審査（3級〜1級）に木刀による剣道基本技練習法を実
施している。日本剣道連盟では、3級は1〜3本目、2級は1〜6本目、1級は1〜9本目ま
での実技が必要とされている。

 
③	 段審査の実技内容は、次の通りである。

a. 初段は、礼法・切り返し・応用技・掛かり稽古・地稽古（手の内・気剣体の一
致）・日本剣道形1〜10本目。

b. 二段は、礼法・切り返し・応用技・掛かり稽古・地稽古（手の内・気剣体の一
致・仕掛け技・応じ技・気勢・機会）・日本剣道形1〜10本目。
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c. 三段は、礼法・切り返し・掛かり稽古・地稽古（手の内・気剣体の一致・仕掛
け技・応じ技・気勢・機会・間合い・残心）・日本剣道形1〜10本目。

d. 四段は、礼法・切り返し・地稽古（構え・手の内・気剣体の一致・仕掛け技・
応じ技・気勢・機会・間合い・残心）・日本剣道形1〜10本目。

e.  五段は、礼法・切り返し・地稽古（構え・手の内・気剣体の一致・仕掛け技・
応じ技・気勢・機会・間合い・残心）・日本剣道形1〜10本目と定められてい
る。

 と定められている。（表. 3）

（表. 3）

ドイツ剣道の興隆を図るためにこれまでのブンデストレナー（全日本剣道連盟から
3ヶ月間、派遣されるコーチ）やドイツ剣道連盟から依頼された講師を招き、春季・夏
季・冬季の剣道講習会や女性剣士のための講習会などを開催している。これらの講習
会時や剣道大会時に昇段審査（初段〜5段）は行われている。ただし、日本人の昇段審
査員は、全日本剣道連盟の許可が必要である。

6段及び7段の段審査については、European Kendo ChampionshipsやWorld Kendo 
Championships時に開催される段審査を受験している。8段審査については、日本で
数名が受験している。

ドイツ剣道連盟での剣道級・段審査の特徴として、次のことが上げられる。
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1. 日本剣道形を最初に実施する。
2. 日本剣道形の合格者が上記の内容の実技を行う。
3. 木刀による剣道基本技練習法の形が6級から実施され、3級までに9本が実施さ

れる。
4. 2016年度より、2級は日本剣道形1本目から3本目、1級は日本剣道形1本目から

5本目が実施される。
5. 初段から5段まで日本剣道形10本が実施されている。
6. 段審査に切り返し・技の実技・掛かり稽古が実施されている。
7. 級・段審査不合格者に対して、審査終了後に不合格理由及び今後の助言がな

される。

Ⅳ. 【ドイツ剣道連盟講習会】
ドイツ剣道連盟は、春期合宿・指導者講習会・夏期合宿・寒稽古（12/26 〜 12/31）

をLindowで実施している。特に、寒稽古は27年間の歴史がある伝統的な寒稽古であ
る。しかし、Lindowは地理的にドイツ北部にあり比較的に南部の剣道連盟からの参
加者は割と少ない。また、Bundestrainerが2006年より3ヶ月間の滞在しかしないので、
各連盟への指導も少なくなっている。そこで、ドイツ南部地区の剣道連盟や他の剣道
連盟でも講習会を開催をしている。それらの影響か、近年は夏期合宿を計画しても参
加者が少なく中止なる場合もある。

剣道合宿には、各州の剣道クラブから男女80名から150名の剣士が参加し､ 4日〜5
日間開催されている。

朝稽古は6時30分から1時間の稽古で日本剣道形・木刀による剣道基本技練習法か地
稽古が一日おきに行われている。

参加者を3グールプ（17歳以下・17歳以上・ナショナルチーム）に分けられる。
午前の稽古は、9時30分より12時まで切り返し・基本技・懸かり稽古を中心とした

稽古である。
午後の稽古は、3時より6時まで試合練習・審判法を2時間。後の1時間は、3グール

プ合同の地稽古が行われる。夕食後に､ 90分ほどのMeetingも行われている。
合宿終了日前日の午後に、昇段審査（初段から5段）が実施されている。最終日は、

朝稽古の時間に地稽古が行われ解散される。

Ⅴ. 【Bundestrainer 】
1978年より2015年現在まで毎年、Bundestrainerを採用している。Bundestrainarは、

1978年から2005年までは6ヶ月間､ 2006年より3ヶ月間の滞在契約で剣道指導を行って
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いる。
ナショナルチームの強化や各連盟での技術指導及び昇段審査委員などが主な指導内

容である。これまでに、36名のBundestrainerが採用されている。
ドイツ剣道連盟は、Bundestrainerを全日本剣道連盟に依頼し、全日本剣道連盟が

派遣（34名）している。2名はドイツ剣道連盟が独自に採用している。
これまでのBundestrainerの職業は、警察官31名、大学教員4名、歯科医師1名と圧

倒的に警察官が派遣されている。

Ⅵ. 【剣道大会】
ドイツ国内では、Sugo Cup. Hanami Cup. Tori Cup. Deutscher Jugend und U21. 

Tengu Cup. Deutsche Jugend Meisterschaft. Deutsche mannschaftなどの剣道大会.が
開催されている。

ナショナルチームは、3年毎に1回開催される世界剣道選手権大会及び3年間に2回開
催される欧州剣道選手権大会、他国から招待された大会などに参加している。

ドイツ剣道連盟は、世界剣道選手権大会ではⅠ部リーグに所属し、欧州においても
トップレベルまでに発展してきている。特に女子チームは、世界剣道選手権大会おい
て2006年・2012年に3位入賞や欧州剣道選手権大会でも団体優勝・個人優勝など近年
の活躍が目立ち、第16回世界剣道選手権大会での活躍が期待されている。

Ⅶ. 【むすび】
ドイツ剣道連盟の人々と1983年から31年間におよぶ剣道交流する機会を得られた。
ドイツ剣道連盟は、組織的に結束も固く、充実してきていることは確かであるが、

合宿所の地理的問題やBundestrainerが2006年より3ヶ月の滞在契約により、合宿や数
カ所の剣道連盟でしか指導することができなくなり、各剣道連盟での講習会が行われ
ている事実が明らかになった。剣道の定着や発展を考える上で実態を更に調査する必
要があろう。


